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第一部 【企業情報】
　

第１ 【企業の概況】
　

１ 【主要な経営指標等の推移】
　

 

 
平成28年度
第３四半期
連結累計期間

平成29年度
第３四半期
連結累計期間

平成28年度

 
(自 平成28年４月１日
 至 平成28年12月31日)

(自 平成29年４月１日
 至 平成29年12月31日)

(自 平成28年４月１日
 至 平成29年３月31日)

経常収益 百万円 183,656 171,149 249,804

　うち信託報酬 百万円 1 0 3

経常利益 百万円 35,862 57,290 47,055

親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 21,539 40,477 ―

親会社株主に帰属する
当期純利益

百万円 ― ― 29,276

四半期包括利益 百万円 30,200 91,727 ―

包括利益 百万円 ― ― 33,121

純資産額 百万円 931,798 1,004,714 934,719

総資産額 百万円 11,916,421 11,544,479 11,054,783

１株当たり四半期純利益金額 円 35.18 67.41 ―

１株当たり当期純利益金額 円 ― ― 47.98

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益金額

円 33.13 63.39 ―

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益金額

円 ― ― 45.18

自己資本比率 ％ 7.80 8.68 8.44

信託財産額 百万円 727 802 753
 

 

 
平成28年度
第３四半期
連結会計期間

平成29年度
第３四半期
連結会計期間

 
(自 平成28年10月１日
 至 平成28年12月31日)

(自 平成29年10月１日
 至 平成29年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 円 11.64 26.20
 

(注) １　当行及び国内連結子会社の消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。

２　自己資本比率は、（(四半期)期末純資産の部合計－(四半期)期末新株予約権－(四半期)期末非支配株主持
分）を（四半期）期末資産の部の合計で除して算出しております。

３　信託財産額は、「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づく信託業務に係るものを記載しており
ます。なお、該当する信託業務を営む会社は当行１社です。

 
　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当行及び当行の関係会社が営む事業の内容については、重要な変更はありま

せん。また、主要な関係会社についても、異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記載における将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当行グループ（当行及び連結

子会社）が判断したものです。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における国内経済は、個人消費や設備投資が持ち直しの動きを維持し、企業収益や生

産活動にも改善がみられるなど、緩やかな回復基調を辿りました。

静岡県経済につきましても、労働需給の引き締まりを背景とした所得の増加が個人消費を後押ししたほか、海外

経済の緩やかな成長を受けて輸出が増勢を強めており、緩やかな回復が続いています。

当第３四半期連結累計期間の当行グループの財政状態及び経営成績は以下のとおりです。

〔財政状態〕

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、貸出金および有価証券の増加などにより、前連結会計年度末比4,896億

円増加し11兆5,444億円となりました。負債につきましては、預金等（譲渡性預金を含む）および売現先勘定の増加

などにより、前連結会計年度末比4,197億円増加し10兆5,397億円となりました。また、純資産は、その他有価証券

評価差額金の増加などにより、前連結会計年度末比699億円増加し1兆47億円となりました。

主要な勘定残高につきましては、貸出金は前連結会計年度末比3,093億円増加し8兆2,389億円、有価証券は前連結

会計年度末比2,671億円増加し1兆6,171億円、また、預金等（譲渡性預金を含む）は前連結会計年度末比2,060億円

増加し9兆5,704億円となりました。

〔経営成績〕

当第３四半期連結累計期間の経常収益は、貸倒引当金戻入益の計上および役務取引等収益の増加があったもの

の、国債等債券売却益および株式等売却益の減少などにより前年同期比125億7百万円減少し1,711億49百万円となり

ました。また、経常費用は、国債等債券売却損の減少および持分法適用関連会社の「のれん」の一括費用処理にと

もなう持分法による投資損失の計上がなくなったことなどにより、前年同期比339億34百万円減少し1,138億59百万

円となりました。

この結果、経常利益は前年同期比214億27百万円増加し572億90百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は前

年同期比189億38百万円増加し404億77百万円となりました。

報告セグメントの損益状況につきましては、「銀行業」の経常収益は前年同期比165億6百万円減少し1,395億75百

万円、セグメント利益は前年同期比72億8百万円増加し503億79百万円となりました。また、「リース業」の経常収

益は前年同期比22億10百万円増加し229億81百万円、セグメント利益は前年同期比23百万円減少し12億51百万円とな

りました。
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① 国内・海外別収支

資金運用収支は、前第３四半期連結累計期間比30億8百万円減少して832億65百万円、役務取引等収支は、前第

３四半期連結累計期間比12億24百万円増加して226億54百万円、特定取引収支は、前第３四半期連結累計期間比

10億51百万円増加して29億29百万円、また、その他業務収支は、前第３四半期連結累計期間比89億57百万円増加

して15億25百万円となりました。

 

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

資金運用収支
前第３四半期連結累計期間 84,826 1,447 ― 86,274

当第３四半期連結累計期間 81,604 1,661 ― 83,265

　うち資金運用収益
前第３四半期連結累計期間 93,880 3,779 424 97,236

当第３四半期連結累計期間 90,460 5,720 1,014 95,166

　うち資金調達費用
前第３四半期連結累計期間 9,054 2,332 424 10,961

当第３四半期連結累計期間 8,855 4,059 1,014 11,901

信託報酬
前第３四半期連結累計期間 1 ― ― 1

当第３四半期連結累計期間 0 ― ― 0

役務取引等収支
前第３四半期連結累計期間 21,450 △19 ― 21,430

当第３四半期連結累計期間 22,693 △38 ― 22,654

　うち役務取引等
　収益

前第３四半期連結累計期間 44,898 57 17 44,939

当第３四半期連結累計期間 47,676 49 37 47,687

　うち役務取引等
　費用

前第３四半期連結累計期間 23,448 77 17 23,508

当第３四半期連結累計期間 24,982 87 37 25,032

特定取引収支
前第３四半期連結累計期間 1,878 ― ― 1,878

当第３四半期連結累計期間 2,929 ― ― 2,929

　うち特定取引収益
前第３四半期連結累計期間 2,079 ― ― 2,079

当第３四半期連結累計期間 2,929 ― ― 2,929

　うち特定取引費用
前第３四半期連結累計期間 201 ― ― 201

当第３四半期連結累計期間 ― ― ― ―

その他業務収支
前第３四半期連結累計期間 △7,448 16 ― △7,431

当第３四半期連結累計期間 1,523 2 ― 1,525

　うちその他業務
　収益

前第３四半期連結累計期間 18,360 24 ― 18,384

当第３四半期連結累計期間 2,326 2 ― 2,329

　うちその他業務
　費用

前第３四半期連結累計期間 25,808 7 ― 25,816

当第３四半期連結累計期間 803 ― ― 803
 

(注) １　「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内に本店を有する連結子会社(以下「国内連結子会社」という。)

であります。

２　「海外」とは、当行の海外店及び海外に本店を有する連結子会社(以下「海外連結子会社」という。)であり

ます。

３　「相殺消去額」は、「国内」と「海外」間の取引に関する相殺額を記載しております。

４　資金調達費用は、金銭の信託運用見合費用（前第３四半期連結累計期間1百万円、当第３四半期連結累計期

間0百万円）を控除して表示しております。
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② 国内・海外別預金残高の状況

○　預金の種類別残高(末残)

 

種類 期別
国内 海外 相殺消去額(△) 合計

金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円) 金額(百万円)

預金合計
前第３四半期連結会計期間 9,277,579 157,953 58,481 9,377,051

当第３四半期連結会計期間 9,257,295 209,264 57,095 9,409,464

　うち流動性預金
前第３四半期連結会計期間 5,127,233 502 ― 5,127,736

当第３四半期連結会計期間 5,497,298 301 ― 5,497,599

　うち定期性預金
前第３四半期連結会計期間 3,252,836 157,450 ― 3,410,287

当第３四半期連結会計期間 3,292,503 208,963 ― 3,501,466

　うちその他
前第３四半期連結会計期間 897,509 ― 58,481 839,027

当第３四半期連結会計期間 467,493 ― 57,095 410,397

譲渡性預金
前第３四半期連結会計期間 66,880 108,335 ― 175,215

当第３四半期連結会計期間 97,350 63,619 ― 160,969

総合計
前第３四半期連結会計期間 9,344,459 266,288 58,481 9,552,267

当第３四半期連結会計期間 9,354,645 272,883 57,095 9,570,433
 

(注) １　「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内連結子会社であります。

２　「海外」とは、当行の海外店及び海外連結子会社であります。

３　①　流動性預金＝当座預金＋普通預金＋貯蓄預金＋通知預金

②　定期性預金＝定期預金＋定期積金

４　「相殺消去額」は、「国内」と「海外」間の取引に関する相殺額を記載しております。

 

③ 国内・海外別貸出金残高の状況

○　業種別貸出状況(末残・構成比)
　

業種別
前第３四半期連結会計期間 当第３四半期連結会計期間

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

国内
(除く特別国際金融取引勘定分)

7,676,722 100.00 7,998,845 100.00

　製造業 1,361,079 17.73 1,324,658 16.56

　農業、林業 7,876 0.10 7,779 0.10

　漁業 5,587 0.07 7,154 0.09

　鉱業、採石業、砂利採取業 14,830 0.19 15,900 0.20

　建設業 236,927 3.09 239,255 2.99

　電気・ガス・熱供給・水道業 71,975 0.94 96,048 1.20

　情報通信業 75,655 0.99 68,582 0.86

　運輸業、郵便業 288,901 3.76 292,259 3.65

　卸売業、小売業 818,544 10.66 804,353 10.06

　金融業、保険業 387,997 5.05 427,800 5.35

　不動産業、物品賃貸業 1,639,534 21.36 1,811,207 22.64

　医療・福祉、宿泊業等サービス業 507,300 6.61 533,074 6.66

　地方公共団体 142,754 1.86 138,200 1.73

　その他 2,117,755 27.59 2,232,568 27.91

海外及び特別国際金融取引勘定分 236,517 100.00 240,147 100.00

　政府等 1,339 0.56 9,709 4.04

　金融機関 14,798 6.26 16,390 6.83

　その他 220,379 93.18 214,047 89.13

合計 7,913,239 ― 8,238,992 ―
 

(注) １　「国内」とは、当行(海外店を除く)及び国内連結子会社であります。
２　「海外」とは、当行の海外店及び海外連結子会社であります。

３　第１四半期連結会計期間より、従来、「その他」に含めていた個人向け「資産形成ローン」について「不動

産業、物品賃貸業」に変更し、前第３四半期連結会計期間に遡及して適用しております。この結果、前第３四

半期連結会計期間において、「不動産業、物品賃貸業」は129,856百万円増加し、「その他」は同額減少して

おります。
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④ 「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づく信託業務の状況

「金融機関の信託業務の兼営等に関する法律」に基づき信託業務を営む会社は当行１社です。

　

信託財産の運用／受入状況(信託財産残高表)
　

資産

科目

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

有価証券 9 1.30 9 1.22

銀行勘定貸 203 27.02 242 30.21

現金預け金 539 71.68 550 68.57

合計 753 100.00 802 100.00
 

 

負債

科目

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

金銭信託 753 100.00 802 100.00

合計 753 100.00 802 100.00
 

(注) 共同信託他社管理財産　前連結会計年度の残高は5百万円、当第３四半期連結会計期間の残高は5百万円でありま

す。

　

元本補填契約のある信託の運用／受入状況(末残)

 

科目

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

金銭信託
(百万円)

貸付信託
(百万円)

合計
(百万円)

金銭信託
(百万円)

貸付信託
(百万円)

合計
(百万円)

銀行勘定貸 203 ― 203 242 ― 242

資産計 203 ― 203 242 ― 242

元本 203 ― 203 242 ― 242

その他 0 ― 0 ― ― ―

負債計 203 ― 203 242 ― 242
 

　

(2) 経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断するための客観的な指標等

当第３四半期連結累計期間において、当行グループの経営方針・経営戦略等及び経営上の目標の達成状況を判断

するための客観的な指標等に重要な変更及び新たな定めはありません。

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当行グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 2,414,596,000

計 2,414,596,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成29年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成30年２月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 645,129,069 同左
東京証券取引所

市場第一部
単元株式数は1,000株であります。

計 645,129,069 同左 ― ―
 

(注)　平成29年12月22日開催の取締役会において、平成30年４月１日をもって単元株式数を1,000株から100株に変更

する旨を決議いたしました。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成29年12月31日 ― 645,129 ― 90,845 ― 54,884
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成29年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 51,288,000 ― 当行保有の普通株式

完全議決権株式(その他) 590,843,000 590,843 普通株式

単元未満株式 2,998,069 ― 普通株式

発行済株式総数 645,129,069 ― ―

総株主の議決権 ― 590,843 ―
 

(注)　「単元未満株式」の欄には、自己株式が117株含まれております。

 

② 【自己株式等】

  平成29年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社静岡銀行

静岡市葵区呉服町１丁目
10番地

51,288,000 ― 51,288,000 7.95

計 ― 51,288,000 ― 51,288,000 7.95
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１　当行の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しておりますが、資産及び負債の分類並びに収益及び費用の分類は、「銀行法施行規則」

（昭和57年大蔵省令第10号）に準拠しております。

 

２　当行は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(自　平成29年10月１日　

至　平成29年12月31日)及び第３四半期連結累計期間(自　平成29年４月１日　至　平成29年12月31日)に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツの四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

資産の部   

 現金預け金 1,118,843 934,501

 コールローン及び買入手形 276,033 268,694

 買入金銭債権 39,629 42,870

 特定取引資産 32,098 98,982

 金銭の信託 3,300 3,500

 有価証券 1,350,029 1,617,148

 貸出金 ※1  7,929,665 ※1  8,238,992

 外国為替 6,717 9,276

 リース債権及びリース投資資産 61,205 64,136

 その他資産 90,886 109,358

 有形固定資産 76,064 71,911

 無形固定資産 31,991 35,356

 退職給付に係る資産 13,438 15,279

 繰延税金資産 2,071 2,285

 支払承諾見返 69,942 71,986

 貸倒引当金 △47,080 △39,746

 投資損失引当金 △53 △53

 資産の部合計 11,054,783 11,544,479

負債の部   

 預金 9,244,479 9,409,464

 譲渡性預金 119,902 160,969

 コールマネー及び売渡手形 108,400 72,067

 売現先勘定 31,086 154,242

 債券貸借取引受入担保金 19,298 66,920

 特定取引負債 20,129 15,679

 借用金 277,175 289,354

 外国為替 100 737

 新株予約権付社債 56,095 56,500

 信託勘定借 203 242

 その他負債 102,751 146,859

 退職給付に係る負債 20,857 20,679

 役員退職慰労引当金 281 293

 睡眠預金払戻損失引当金 297 107

 偶発損失引当金 1,779 1,517

 ポイント引当金 336 497

 特別法上の引当金 11 11

 繰延税金負債 46,934 71,635

 支払承諾 69,942 71,986

 負債の部合計 10,120,064 10,539,765
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           (単位：百万円)

          
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

純資産の部   

 資本金 90,845 90,845

 資本剰余金 54,884 54,884

 利益剰余金 664,459 692,938

 自己株式 △42,503 △52,165

 株主資本合計 767,686 786,503

 その他有価証券評価差額金 165,605 214,121

 繰延ヘッジ損益 750 855

 為替換算調整勘定 198 1,210

 退職給付に係る調整累計額 △1,069 276

 その他の包括利益累計額合計 165,484 216,463

 新株予約権 407 339

 非支配株主持分 1,140 1,408

 純資産の部合計 934,719 1,004,714

負債及び純資産の部合計 11,054,783 11,544,479
 

EDINET提出書類

株式会社静岡銀行(E03570)

四半期報告書

11/22



(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

経常収益 183,656 171,149

 資金運用収益 97,236 95,166

  （うち貸出金利息） 71,377 74,646

  （うち有価証券利息配当金） 22,682 17,464

 信託報酬 1 0

 役務取引等収益 44,939 47,687

 特定取引収益 2,079 2,929

 その他業務収益 18,384 2,329

 その他経常収益 ※1  21,015 ※1  23,035

経常費用 147,794 113,859

 資金調達費用 10,962 11,902

  （うち預金利息） 5,021 5,820

 役務取引等費用 23,508 25,032

 特定取引費用 201 ―

 その他業務費用 25,816 803

 営業経費 66,964 69,924

 その他経常費用 ※2  20,339 ※2  6,196

経常利益 35,862 57,290

特別利益 0 255

 固定資産処分益 0 255

特別損失 125 267

 固定資産処分損 125 267

税金等調整前四半期純利益 35,737 57,278

法人税、住民税及び事業税 13,460 14,668

法人税等調整額 710 2,119

法人税等合計 14,171 16,788

四半期純利益 21,566 40,490

非支配株主に帰属する四半期純利益 27 12

親会社株主に帰属する四半期純利益 21,539 40,477
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：百万円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 21,566 40,490

その他の包括利益 8,633 51,237

 その他有価証券評価差額金 5,263 48,635

 繰延ヘッジ損益 △116 145

 為替換算調整勘定 2,372 936

 退職給付に係る調整額 1,132 1,346

 持分法適用会社に対する持分相当額 △17 173

四半期包括利益 30,200 91,727

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 30,185 91,456

 非支配株主に係る四半期包括利益 14 270
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【注記事項】

(会計方針の変更)

「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号　平成29年３月29日）につい

て、「持分法適用関連会社の会計処理の統一」の当面の取扱いを第１四半期連結会計期間から適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　貸出金のうち、リスク管理債権は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

破綻先債権額

延滞債権額

３ヵ月以上延滞債権額

貸出条件緩和債権額

合計額

3,238百万円

85,542百万円

424百万円

13,157百万円

102,363百万円

5,399百万円

80,134百万円

643百万円

12,237百万円

98,414百万円
 

なお、上記債権額は、貸倒引当金控除前の金額であります。

 

　２　元本補填契約のある信託の元本金額は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成29年12月31日)

金銭信託 203百万円 242百万円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１　その他経常収益には、次のものを含んでおります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

貸倒引当金戻入益

株式等売却益

―百万円

14,931百万円

5,304百万円

9,011百万円
 

　

※２　その他経常費用には、次のものを含んでおります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

貸倒引当金繰入額

持分法による投資損失

4,072百万円

11,752百万円

―百万円

―百万円

 持分法による投資損失には、持分法適用関連会社に係るのれんの減
損12,105百万円を含めております。

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 

前第３四半期連結累計期間

(自　平成28年４月１日
　至　平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間

(自　平成29年４月１日
　至　平成29年12月31日)

減価償却費 8,661百万円 10,462百万円
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(株主資本等関係)

　前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１　配当金支払額
　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月17日

定時株主総会
普通株式 6,138 10 平成28年３月31日 平成28年６月20日 利益剰余金

平成28年11月７日

取締役会
普通株式 6,137 10 平成28年９月30日 平成28年12月９日 利益剰余金

 

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

　当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１　配当金支払額
　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月16日

定時株主総会
普通株式 6,037 10 平成29年３月31日 平成29年６月19日 利益剰余金

平成29年11月７日

取締役会
普通株式 5,953 10 平成29年９月30日 平成29年12月８日 利益剰余金

 

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１　報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益        

　外部顧客に対する
　経常収益

153,135 19,539 172,675 10,981 183,656 ― 183,656

　セグメント間の
　内部経常収益

2,945 1,231 4,176 3,505 7,682 △7,682 ―

計 156,081 20,771 176,852 14,486 191,339 △7,682 183,656

セグメント利益
又は損失（△）

43,170 1,274 44,444 △6,820 37,624 △1,761 35,862
 

(注) １　一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないものであり、国内金融商品取引業務、コンピューター関連
業務及び信用保証業務等を含んでおります。

３　セグメント利益又は損失の調整額△1,761百万円は、セグメント間取引消去であります。
４　「その他」のセグメント利益又は損失には、持分法による投資損失△11,752百万円を含めております。
５　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。　
　

　当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１　報告セグメントごとの経常収益及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

 
報告セグメント

その他 合計 調整額
四半期連結
損益計算書
計上額銀行業 リース業 計

経常収益        

　外部顧客に対する
　経常収益

136,323 21,779 158,102 13,046 171,149 ― 171,149

　セグメント間の
　内部経常収益

3,252 1,201 4,453 3,224 7,677 △7,677 ―

計 139,575 22,981 162,556 16,270 178,827 △7,677 171,149

セグメント利益
又は損失（△）

50,379 1,251 51,630 7,405 59,036 △1,745 57,290
 

(注) １　一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。
２　「その他」の区分は報告セグメントに含まれないものであり、国内金融商品取引業務、コンピューター関連
業務及び信用保証業務等を含んでおります。

３　セグメント利益又は損失の調整額△1,745百万円は、セグメント間取引消去であります。
４　セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

　

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。
　

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。
　

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。　
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(有価証券関係)

※　企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるもの

は、次のとおりであります。

 

その他有価証券

前連結会計年度(平成29年３月31日)

 
取得原価
(百万円)

連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額
(百万円)

株式 85,519 309,693 224,173

債券 687,269 693,059 5,789

　国債 437,238 438,465 1,227

　地方債 58,994 59,236 242

　社債 191,037 195,357 4,320

その他 302,531 304,926 2,395

　うち外国債券 175,333 175,490 157

合計 1,075,320 1,307,679 232,359
 

 

当第３四半期連結会計期間(平成29年12月31日)

 
取得原価
(百万円)

四半期連結貸借対照表
計上額(百万円)

差額
(百万円)

株式 81,862 372,144 290,281

債券 629,756 634,820 5,063

　国債 366,599 367,464 864

　地方債 72,591 72,849 258

　社債 190,564 194,506 3,941

その他 556,179 563,552 7,372

　うち外国債券 369,904 369,621 △283

合計 1,267,798 1,570,517 302,718
 

(注) その他有価証券のうち、当該有価証券の時価が取得原価に比べて著しく下落しており、時価が取得原価まで回復

する見込みがあると認められないものについては、当該時価をもって四半期連結貸借対照表計上額（連結貸借対照

表計上額）とするとともに、評価差額を当第３四半期連結累計期間（連結会計年度）の損失として処理（以下「減

損処理」という。）しております。

前連結会計年度及び当第３四半期連結累計期間における減損処理額はありません。

また、時価が「著しく下落した」と判断するための基準は、四半期連結決算日（連結決算日）において時価が取

得原価に対して30％以上下落している銘柄をすべて著しく下落したと判断しております。
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(デリバティブ取引関係)

企業集団の事業の運営において重要なものであり、前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認められるもの

は、次のとおりであります。

 

金利関連取引

前連結会計年度(平成29年３月31日)

 

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

金融商品
取引所

金利先物 ― ― ―

金利オプション ― ― ―

店　頭

金利先渡契約 ― ― ―

金利スワップ 975,933 599 599

金利オプション ― ― ―

その他 1,500 ― ―

合計 ――― 599 599
 

(注) 上記取引については時価評価を行い、評価損益を連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種

別監査委員会報告第24号 平成14年２月13日）等に基づきヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記

載から除いております。

　

当第３四半期連結会計期間(平成29年12月31日)

 

区分 種類 契約額等(百万円) 時価(百万円) 評価損益(百万円)

金融商品
取引所

金利先物 ― ― ―

金利オプション ― ― ―

店　頭

金利先渡契約 ― ― ―

金利スワップ 832,948 642 642

金利オプション 12,000 2 2

その他 300 ― ―

合計 ――― 645 645
 

(注) 上記取引については時価評価を行い、評価損益を四半期連結損益計算書に計上しております。

なお、「銀行業における金融商品会計基準適用に関する会計上及び監査上の取扱い」（日本公認会計士協会業種

別監査委員会報告第24号 平成14年２月13日）等に基づきヘッジ会計を適用しているデリバティブ取引は、上記記

載から除いております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、次のとおりであります。

 

  
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
至 平成29年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 円 35.18 67.41

    (算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する
四半期純利益

百万円 21,539 40,477

   普通株主に帰属しない金額 百万円 ― ―

普通株式に係る親会社株主に
帰属する四半期純利益

百万円 21,539 40,477

   普通株式の期中平均株式数 千株 612,156 600,471

(2) 潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額

円 33.13 63.39

    (算定上の基礎)    

親会社株主に帰属する
四半期純利益調整額

百万円 ― ―

   普通株式増加数 千株 37,852 38,025

希薄化効果を有しないため、潜在株式
調整後１株当たり四半期純利益金額の
算定に含めなかった潜在株式で、前連
結会計年度末から重要な変動があった
ものの概要

 ― ―

 

 

(重要な後発事象)

2023年満期ユーロ米ドル建取得条項付転換社債型新株予約権付社債の発行

当行は、平成30年1月9日の取締役会において2023年満期ユーロ米ドル建取得条項付転換社債型新株予約権付社

債（以下「本新株予約権付社債」といい、そのうち社債のみを「本社債」、新株予約権のみを「本新株予約権」

という。）の発行を決議し、平成30年1月25日に払込が完了しております。その概要は次のとおりであります。

1　社債の名称

株式会社静岡銀行2023年満期ユーロ米ドル建取得条項付転換社債型新株予約権付社債

2　発行価額(払込金額)

本社債の額面金額の100.0%(各本社債の額面金額100,000米ドル)

3　発行価格(募集価格)

本社債の額面金額の102.5%

4　発行価額の総額(払込金額の総額)

3億米ドル

5　社債の利率

3ヶ月米ドルLIBORから0.5%を引いた利率（年率）

但し、かかる利率は、年0%を下回らないものとする。

6　担保・保証の有無

本社債は、担保又は保証を付さない。

7　社債の払込期日及び発行日

2018年1月25日

8　償還期限等

2023年1月25日(償還期限)に本社債の額面金額の100%で償還する。その他、発行要項に一定の場合に繰上償

還及び買入消却の定めがある。
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9　新株予約権に関する事項

(1) 新株予約権の総数

3,000個及び代替新株予約権付社債券に係る本社債の額面金額合計額を100,000米ドルで除した個数の合計数

(2) 新株予約権の目的となる株式の種類、内容及び数

本新株予約権の目的である株式の種類及び内容は当行普通株式(単元株式数1,000株)とし、その行使により

当行が当行普通株式を交付する数は、行使請求に係る本社債の額面金額の総額を下記(6)記載の転換価額で

除した数とする。但し、行使により生じる1株未満の端数は切り捨て、現金による調整は行わない。

(3) 新株予約権の割当日

2018年1月25日

(4) 新株予約権の行使期間

2018年2月8日から2023年1月11日まで(行使請求受付場所現地時間)

但し、発行要項に以下の付帯条項の定めがある。

〔自動行使型（額面現金決済型）取得条項〕

2022年10月25日までに行使請求

〔一括型（額面現金決済型）取得条項〕

2022年１月25日以降2022年10月11日までに当行が事前通知

〔転換制限条項〕

2022年10月25日まで（転換制限水準は、2018年12月31日までに終了する四半期は200％、2019年における

四半期は180％、2020年における四半期は160％、2021年における四半期は140％、2022年における四半期

は130％）

(5) 新株予約権の行使に際して出資される財産の内容及びその価額

各本新株予約権の行使に際しては、当該本新株予約権に係る本社債を出資するものとし、当該本社債の価額

は、その額面金額と同額とする。

(6) 転換価額

14.05米ドル（当初）

(7) 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金

本新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条の定め

るところに従って算定された資本金等増加限度額に0.5を乗じた金額とし、計算の結果1円未満の端数を生じ

る場合はその端数を切り上げた額とする。増加する資本準備金の額は、資本金等増加限度額より増加する資

本金の額を減じた額とする。

(8) 当行が組織再編等を行う場合の承継会社等による新株予約権の交付

発行要項に一定の定めがある。

(9) 新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないこととする理由

本新株予約権は、転換社債型新株予約権付社債に付されたものであり、本社債からの分離譲渡はできず、か

つ本新株予約権の行使に際して当該本新株予約権に係る本社債が出資され、本社債と本新株予約権が相互に

密接に関係することを考慮し、また、本新株予約権の価値と本社債の利率、払込金額等のその他の発行条件

により当行が得られる経済的価値とを勘案して、本新株予約権と引換えに金銭の払込みを要しないこととす

る。

10 調達資金の使途

本新株予約権付社債の発行による手取金は、米ドル建の貸出金に平成29年度及び平成30年度中に充当する予

定である。

11 上場金融商品取引所

シンガポール証券取引所

　

２ 【その他】

中間配当

平成29年11月７日開催の取締役会において、第112期の中間配当につき次のとおり決議しました。

配当金の総額 5,953百万円

１株当たりの中間配当金 10円
支払請求の効力発生日及び支払開始日 平成29年12月８日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成30年２月５日
 

株式会社静岡銀行

取　締　役　会　　御　中
 

 

有限責任監査法人　トーマツ  
 

 

指定有限責任社員
公認会計士　　梅　津　　知　充　　　　印

業務執行社員

  
指定有限責任社員

公認会計士　　杉　田　　昌　則　　　　印
業務執行社員

  
指定有限責任社員

公認会計士　　大 須 賀　 壮 人　　　　印
業務執行社員

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社静岡銀

行の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成29年10月１日から平成

29年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成29年４月１日から平成29年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社静岡銀行及び連結子会社の平成29年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて

の重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １ 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２ XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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